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1. 背景 
現代の日本では高齢化が進行し、住み慣れた地域で

高齢期を過ごすことの重要性が指摘されている。その

一方で介護施設は運営上の合理性が優先される結果、

地域やこれまでの人生から切り離された場となりやす

く、入所に対する心理的な抵抗感が存在する。高齢者

にとって住み慣れた地域はこれまでの暮らしの記憶が

蓄積された環境であるため、介護が地域と切り離され

たものではなく、これまでの人生の延長線上にあるも

のとして位置付ける空間の在り方が求められている。 

 

2. 目的 
本設計では、介護を人生の終盤に突然現れる機能と

して捉えるのではなく、地域の日常の暮らしの中に存

在するものとして、介護施設と地域の日常を緩やかに

接続する建築計画の提案を目的とする。 

 

3. 対象敷地 
本設計の対象敷地は岐阜県郡上市白鳥町の長良川沿

いに位置する。この地域は現在高齢化率が 37.5%と少

子高齢化が進行しており、この地域では小学校区によ

る小さな拠点のエリア設定を行い、日常の生活機能を

集約する取り組みがされている。敷地周辺には小中学

校、駅など主要機能が点在しており、当敷地がそれら

を利用する地域の人々にとっての日常的な寄り場とな

ることを目指す。 

対象敷地は山並みや河川、桜並木といった自然環境

に囲まれ、四季の変化を感じられる環境にある。この

ように、本敷地はこの地域で暮らしてきた人々にとっ

ての日常の風景が目一杯感じられる場所であり、この

敷地で自然の中に建つからこそ、介護と地域が互いに

存在することを許容できる関係性を実現すると考える。 

 

図 2 敷地写真 

 

4. 提案 

本設計では介護福祉施設を包括した「暮らしの延長」

としての地域拠点の場を設計する。 

介護施設の存在する場がこの地域で暮らす全ての地

域住民にとっても、日常の延長線上で気軽に立ち寄る

ことのできる開かれた場であれば、介護者も地域住民

も互いを日常の風景の中の存在として受け入れる関係

性が生まれる。そして、介護者は地域から切り離され

ることなく暮らすことができると考える。 

図 1 敷地周辺図 図 3 地域住民の関わり方 
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4.1 介護プログラム 

次に示す 2 つの介護サービスを当敷地に計画するこ

とで段階的な介護の連続性を構成する。 

① 小規模多機能型居宅介護 

「通い」「訪問」「泊まり」を通した地域密着型

介護サービス。条件：要支援 1~2、要介護度 1~5。 

② 地域密着型 特別養護老人ホーム 

7・7・6 人のユニットによる入所型介護サービス。

入所条件：要介護度 3~5。 

 

4.2 フレイル予防 
当敷地ではこの地域で暮らす高齢者が健康な高齢期

を過ごすために重要なフレイル予防としての役割も担

う。フレイル…加齢に伴い気力や体力など心身の活力が低下

した状態。 

専用の運動空間ではなく、日常の中で自然に歩き、立

ち止まり、人や植物に出会い、刺激を得ることでこの

場で健康に過ごすことを目指す。 

身体的、心理的、社会的の 3 軸からそれぞれ、道を歩

く、植物や自然の変化を感じる、多世代交流や役割を

担う、ことを通してフレイル予防を促す。 

 

5. 設計手法 

5.1 配置計画 
単一の大規模施設とするのではなく、敷地に対して

介護度によって各機能を 4 棟に分けて配置し、それら

を緩やかな外部動線で接続させる構成とする。これに

より、建築の規模を地域の住宅スケールに近づけると

ともに、間に地域が入り込める余白が生まれる。 

5.2 平面計画 
個室配置を規格化された形式ではなく、雁行させて

配置することで、外部と接続する面が増え、自然を地

域と間接的に共有し外部が常に意識される空間となる。

またずらすことで内部に多様な居場所が生まれる。 

 

5.3 個室計画 
各個室の屋根を拡張させることにより、内部に中間

領域をつくる。プライベート空間である個室から一歩

でるとすぐパブリックな共有空間という関係性ではな

く、間に緩やかなセミパブリック空間が生まれ、自分

の居場所が広がる。 

 

5.4 分解した屋根 
屋根を分解、拡張することによって光や風などの周

辺環境を取り込む。さらに地域に対して多様な中間領

域が生まれ、地域が緩やかに入り込むことができる接

続点となる。また、内部の光や活動が地域へ漏れ出す

ことで、介護の存在が地域住民に日常的に認識される。 

 

5.5 地域に開く機能 
敷地内に地域に開くポイントを点在させることで地

域との接続点をつくる。 

図 4 介護の段階性 

図 5 フレイル予防 

図 7 雁行した平面計画 

図 8 個室の屋根の拡張 

図 9 屋根構成 

図 10 地域との接続点 図 6 介護機能配置計画 
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6. 設計内容 

6.1 地域に開かれた機能 
(1) カフェ 

敷地内で最もパブリック性の高い場所かつ要介護

度の高い特別養護老人ホームに隣接した場所に常に

開かれたカフェを計画する。地域の人々の賑わいの

声や香りなどの五感を通した接点を生む。 

 

(2) コミュニティーガーデン 

介護者が車椅子のまま畑いじりができるようにレ

イズドベッドを設け、地域住民同士のつながりや地

域の子供と収穫イベントを行い、畑を通した間接的

なつながりを生む。 

 

 

(3) キッチン→工房 

特別養護老人ホーム内で普段利用されるキッチン

を時に地域に開き、ワークショップやお菓子作りな

どのイベントを行う際の工房として利用する。イベ

ントの際はテラス部分がオープンダイニングとなり

一体的に利用される。 

 

(4) 図書室 

要介護度の低い特別養護老人ホームに隣接した場

所に地域の図書室を計画する。施設利用者や地域の

中高生による簡易的な読み聞かせを行う。 

図 11 平面図 
 

図 12 カフェ 

図 13 コミュニティーガーデン 

図 14 キッチン 

図 15 図書室と作品展示 
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(5) 浴室→足湯、子供の作品展示 

特別養護老人ホーム内で普段利用される浴室を時

期によって地域に開き、足湯や簡易プールとして利

用する。また、道との高低差を活かして通り道の壁

沿いに地域の子供の作品展示を行う。 

 

(6) ステージと観客席 

日常的には子どもの遊び場やリハビリの場として

利用される広場をステージに、移動としてのスロー

プを観客席として、地域の子どもの発表会やイベン

トを行う場として利用する。 

 

(7) デイサービス→学習スペース 

小規模多機能型居宅介護は日中と夜間の利用者数

に差があるため、日中機能訓練室として利用する空

間を夕方から中高生の放課後の学習スペースとして

地域に開く。 

(8) 屋根上テラス 

敷地と道の高低差が最も高い敷地北側において、

地域の人々にとっての動線の一部が小規模多機能型

居宅介護の屋根に位置し、そこが居場所となる。道

を歩く体験が屋根と連動し、上にあった屋根が徐々

に近づき、床となるこの敷地だからこその空間体験

を感じられる。 

 

6.2 施設内部 
平面的なずれと屋根の分解・拡張により介護空間内

部からは周辺の環境を目一杯感じられる。 

 

7. まとめ 
本設計では、介護施設を地域から切り離された存在

としてではなく、日常の延長として地域環境に組み込

む建築のあり方を検討した。この場所で地域の人々の

生活行為を織り込み、自然の豊かさを享受する建築と

することで、介護と暮らしの連続性を支える環境形成

の可能性を示した。これまでの人生との連続性や住み

慣れた地域で暮らし続けることが、この地域で暮らす

人々にとっての豊かさであると考え、本設計を通して、

介護施設を「入所する場所」から、「暮らしに関わり続

ける場」へと再定義することが期待できると考える。 
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図 16 浴室 

図 17 ステージと観客席 

図 18 学習スペース 

図 19 屋根上テラス 


